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長羽11'-<C'.盟由民運誌着目=i:,..<11面白脳細輔緩

チンパンジー の出産 ・ 育児・育児放棄

。ト谷 政ーネ

抄録 チンパンジーは地球上でヒトに必もi!rlまな般であるυ ひと／＼＇iii／までi チンパンジー

研究の町民はヒトとのm似内を探すことにほかれていたがφ 形態学 1UL巨’，，；：：， 行動学. 1.1: 
会学 認知科学なとがもたらした成果によって i I近ではむしろ阿佐の十日i阜のを見つける
ことのJ，が関空IIになりつつあるc そして 近年のゲノムli)f'Jtはφ 阿古のDNAを悩成する
アミノ隊のfa却、配列が ii,小で1.23%のitしかないことをljjらかにした。 ；：；－い挽えれば
彼らは払たちを映す；えでありl 彼らを涼く政附することは白 ,g;いては人！！日そのものの本七i
を昨きljjか寸ことにも繋がるだろう む

チンパンジーのIll＇＇＂－とそれにitくWEのj品目zを人！illのそれとl七校し それらの，.，，.l司を品
材IIに分析することで祈たな均l凡がl！；，＇つれるー ）j'で， j'/\＇立というものが似体の発注逃校にお
いて桁神的 村会的に及｛ます）；！；終についてもif(袈な示II主をもたらすに述いない。

Keywords チンパンジー . ,'I'd/'. '(f児。 if児政楽

はじめに

出肢はすべての胎役動物（JjllJ台生を合む）に
みられるもので l 子孫を伐L {,f［を総持してい
くための[C'J',<なプ口セスである。 通常， 分自1／｛；の
係にはχきな苛Ji'IJを刊うが， 肉ftl＇訟のように…

伎に多くの子どもを産む滋よりも。 －，li一子取
の草食j'ij；の；J古坊主）主であるといわれる。 天自立の
多い草食器i；の子どもは生まれて寸ぐ歩けるよう
に。 ほJJt；の，1，である筏度成長してから生まれて
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くるためである。 しかし ， ヒトの11古児のよう
に未熟な状態で生まれてくるにも関わらず！ 出
産が悶維なHiもいる。これは。 ヒトが直立二足
歩行という1Hf的な歩行姿勢を獲得したために，

’l'l'illが発途して絞逃が狭くなったことに起12'1す
る。 したがって。 』会況が成長しすぎると/I＇，遊は
より｜羽総なものとなる。

無事にfJ',産が終えると 母親には育児という
さらにi週間：な門業が待っている。多くの魚演や
µI,j生 ・腿！MJi (-/ Eには際化後も殺が子ともの
ケアをするj,f[もいる）は， 安全な！）］；月？で卵を；，r,
みさえすれば。 あとは鮮化して子どもが勝手に
脊つ。 しかし .l.'.\Ji'iや問ll乳類は子どもがi1i IJ立
ちするまで， 長いlliPliiJをかけて子どもの世話を
しなければならなし」 般に。 綾子数の少ない
天製llllil'LJiiは成長速度が遅い傾向にある。 その
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図1 ヒトはほかのサルと共通の祖先から進化

代表例が；1,L長銀で ほとんどの盆長類がー産一

子で， t［：まれた子どもはゆっくりと成長し， 成
熟するまで税の！世話を必要とする。 当然 l ヒト
も例外ではない。 ヒトの場合は。 さらに複梢
な行j[UJ(1�社会的要阪が加わるため 育児に設
やされるII＃問， 労力 。 エネルギーは膨大なもの
となる。 その一方で 同じ悠長類でありながら l

とトとピト以外の笠長類にはその育児過校に追
いも兇られる。

本稿では， ヒトに最も近縁な種である大型類
人総 チンパンジー の行動や社会に注目し， そ
のW，産・育児について ヒトとの比較を絡めなが
ら考えてみたい。

類人猿の位置

私たち人！日iは。 古くから自分たち自身を「万
物の箆長jとi呼び！ 「人！日jとそれ以外の動物」
というを告別イじをはかつてきた。 これは， 西欧的
世界観の影響を多分に受けているせいである。
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また， ，＇；い救平H'rでは「 ヒトはサルから進化し
たjと説明されていたこともあり！ サjレの延長
線上にヒトが位位する， 言わば ヒトはあらゆる
サルの頂点に立っているような印象を与えてい
る。l時には「サルはやがて ヒトになる」といっ
た誤解さえ生んでしまうのである。

ところで， 「サルJとllflくとほとんとεの人が
ニホンザルをiili怨する。 しかし。 ニホンザルを
思い浮かべるのは世界中でも日本人だけだろう。
なぜなら， アメリカゃヨ ー ロッパをはじめ。 世
界 ,c［，で野生のサルが現生している先進閣は日本
だけだからである。 アフリカ ， アジア。 中南米
にはもちろん野生のサルが生息しているが ！ 種
主主が多いために「ニホンザルjのように特定の
極だけに限定されることはない。 逆に言えば1

5本人は古くからニホンザルと官接に関わって
きたことが。 誤解を拐くー 閣になっているのか
もしれない。

さて 動物分類学上。 わたしたちは笠長自と
いう分類群に関する “ ヒト”

というサルの一
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jJf[である。 ヒトも吋ルのー税である以ー ニ。 やは
り「 ヒトはサルから巡化したJという表現は正
しくない。j 'f,/,，には「 ヒトはjl)jのサルと共通の
祖先から,llijとしてきたJといヨうべきであろう
（図1）。 いまから6500万年l弘 北米にすべ
てのサルの共通祖先となる食虫額（プレシアダ
ピス）が誕生した。l時を｜司じくして， それまで
地球！ーを支配していた恐むが絶滅したことによ
り。 ；＇dH羽の繁栄がはじまるのである。 その後。

6500 7i年の！HJにいろいろなHt1Jiの従長 級が出
現L ， 消滅し。 あるいは独自の進化を繰り返し
JJ!伐の東南アジ7 ・ アフリカに生息する原絞
中南米の11;»rnim c細rill: 『Iザル）， アジ7 ・ ァ
7リカのj人品1,rn-1（抑rllt:界ザル）， アジアの小
刻知人l/\（テナガザル Hylohares） 。 アジアの大
l刊Jii人lit（オランウ ー ヂン Pongo） ， アフリカ
の：王強知人l/l（ゴリラ Goril/，凡 チンパンジ －

Pcm troglo,1•tes， ボノボR poniscns), JJ！生人m

（ ヒト Homo sopiens） が］生化してきたのである。
ここでm裂なことは。 あらゆる晩生漆lHilが

｜司じllsHHJをかけて現在に日立り。 ［日lじj也f本という
3立1立で。 ｜司じl時代をttきているという点におい
て， すべてが平等であるということである。Ji,
i!i:ではl ユこ按！JJi人出t4磁と ヒトを合わせて「 ヒ
ト科4脱J（ボノボとチンパンジー は同じPan
l,?i,）と古うことが多し、。 つまり， 大泌総人狭は
進化的に ヒトに最も近tまな筏として｛立H'tづけら
れるのである。 ちなみに チンパンジー やゴリ
ラに対して「サルJという言紫をよく耳にする
が ， 英Jffではサル（monkey）とJJi人猿（ape)

はi明確に分けられている。

ヒトと大型類人猿の共通特性

大型1主白人l,iを対草にした多岐に及ぶ研究は
この半世紀の！illに数多くの発見をL. さまざま
なIjf突を明らかにしてきた。 その結果！ ヒトと
大獄類人猿のIHJにある消は， 従来考えられてい
たよりも深くないことがわかってきた。 かつて
は！ ヒトと大型如、人絞がいかに似ているかとい

うJ義論が盛んに行われたが ， 最近ではむしろ相
述i!Xを探す方がfjl ［しくなっている。 合い換えれ
ば， 両者の述いは質的なものではなく iiiに1;1:
的なものでしかないのである。

たとえば形態的な特徴として， 議長類の中に
は長い）元尾を持っている磁が多いが l ヒトとま目
人l/1にはJJU1'.がない。 正訂しには1 ヒトも知人波
も体内には小さくj）｝化した／＇［；’i'J·が残っているが，

外部に突き出した／Yl足は消失している。なぜ！見
「己をなくしたかという訪朝IIなぷi命は｛也に議るが ！

ヒトもJJi人総も枯Lでバランスをとって倣J任に
!fu1きIITIる必嬰がなくなったために退化したと考
えられている。

仁店長官lの中で ！ ヒトだけが成立二足歩行を行
う。 χ！＼！J:i1人lilは？ 通常ナソケルウォ ー キング
あるいはフイストウォ ー キングという4 Ji!.歩行
である。 しかし 彼らは頻繁に二足で立ち上が
り。 そのまま歩くこともできる。 とくにボノボ
は尚t)j'j皮に二j旦歩行を行うし 'i''i筋をぴんとj1p
ばしてスタスタとストライド歩行をする姿はヒ
トと変わるところがなし」 チンパンジーも食べ
物なとで河手がふさがるとl'I fl.，にこ足で立ち上
がって移動するし ゴリラは相手を威嚇するlf;f
なとに自分を大きく見せるためにこ足でぶ；ち上
がってドラミングをしたり， そのまま突進して
きたりする。 確かに。 ヒトだけが憶常的に二足
2並行をする磁ではあるが 1 幸子易に二足歩行がで
きるというねi設はヒトと大型級人絞に共通する
ものである。

ちなみに。 狭間しのニホンザルも上手に二足
歩行を行うことができる。 しかし ！ これは芸
をするために特別な訓練を受けた結果であって。

生得的なものではない。 銭前lしのサルのレント
ゲン'.0'.Jlを見ると， 二足歩行訓練のせいで＇

，
＇－r·貯

が ヒトのそれのようにS字型に変形している
ことカザ子かる。

類人猿に限らず怒長官l一般に共通することで
あるが ！ 上述以外にも指紋や掌紋があること
5本の手指がlllH旨対向't1:を持つこと。 ，mがアー

チ！＼＇！で歯数が32 本であることなと＼ ヒトとi,1
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人絞の形態的共通特性は数多
く寺さげることができる。

ピルトダウンiJ:i:刊で有名な
イギリスの解古l学者 ・ アー サ
ー・キ ースは1 人類化石や類
人猿の頭骨からそのJJ自答肢を
測定した。 私た ち ホ モ サ
ピエンスの脳容訟は1400

1500ccである。 また， すで
に絶滅してしまったが. 45 
-25万年記lに 生存 し て い
たネアンデルタ ー ル人 （ H.
sapie11s 11ea11derthal即日） の
！！品容設は約17 00ccであった
と日われている。 さらに遡っ
て， やはり絶滅してしまった私たちの祖先・ホ
モ ・ エレクトス（H. erect us） は 12 00 13 00cc 
の脳を持っていた。 これらをもとに キー スは
IJ日谷［;J:750ccを とトと と卜以9トのサルを分け
る指紋にすることを提案した。

そのf九 アウストラロピテテス 7 7アレン
シス （Australopithecus, (o,rnsis） という続の化
石が発見された。375万年前のもので IYJらか
にこ足歩行をしていたJf;/Lq的特徴を持つことか
ら ！ 最古の人類と位鐙づけられた（最近は。 も
っと古い7 00 400万年前の人類化石が多数出
土している）。 ところが， そのJJ日容泣は400
500ccしかなくI 結局キ ースの提案は支持を符
ないことになる。 チンパンジー の脳容量は350
-480ccあり， 正確な情報はないがボノボはさ
らに大きい値を示すという報告もある。 ヒトと
類人猿の境界は！ ますます不明瞭になりつつあ
る。

近年i 飛E型的に発1足した遺伝子研究｛点 数
多くの重要な結果をもたらしている。 図2は
逃伝子から見た ヒト上科の系統関係で， それぞ
れの穣の分岐年代と逃伝子の差が示されている。
驚いたことに！ ヒトとチンパンジ ー やボノポ
のDNA（アミノ際タンパク'f｛の塩悲自己列）の
速いはわずかに1.23 %しかないのである。 言

88 

図2 遺伝子からみた系統際係

テナガザ＂

Hy obafe, 

オランウータン

Poag, pygm""' 

ゴリラ

Gori , goritto 

ヒト

Homo ,opioa, 

チンパンジ

Pan troo ·o砂ホ＂

ポノポ

p,a P'"iscu, 

い換えればl 私た ち ヒトは彼らと99 %近く問
じ1立ir-子を十干っていることになる。 さらにy主目
すべきは， ヒトとチンパンジ ー の�二が1.23 %
であるのに対し ！ ザンパンジー とゴリラの差は
2.25%であるからI f－ ンパンジー はゴリラより
も とトに近いイf{1：となる。

チンパンジ ー の行動と社会

ここで野生チンパンジー の相会と行動特住iを
概観しておきたい。 チンパンジー は四7 7 ＇）カ
のセネガルからJtI7 7 ＇）カのタンサゃニ7il_lj部に
かけて， 赤道に沿って情状に分布している。 主
に熱帝多前林にct，自しているが， jLEf7 7リカや
タンザニア西部では乾燥疎開林にも巡応してい
る。

メスには35日前後の月経周期があるため，

たとえばニホンザルのように秋から冬にかけて
交隠をし11'からIIは出産シー ズンというよう
な狩定の交尾知lやIll i1riJVJはない。1 0歳前後で
性成熟に迷し交尾を行うようになるが ＇ 2 時3
年fillはアドレッセント ・ ステラリティ（ワカモ
ノの不妊j明）があるため交j琶をしても妊娠に至
ることはない。 その時期を過ぎると。 メスの発
·fj'jjljj問中（1週間前後）に排卵が起こり 交隠
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をすることで受胎する。 そして23 0 240 El /Ill 
の妊娠JUJ1:11をttて I 12 -14 i,起で初ii'iを迎える。
通常は一夜一子である 。 w政II/JI符は4-5 {j'.で，

i正殺が次の子どもを産むまでは子どもとほ殺は
-M；にj品ごし ， 6 -7成頃から徐々に独 IJj［ち
するようになる。

チンパンジーは3 0吋50j!f[の翰羽；のはっきり
した後£1/il主総集問で然活しているが その村
会'i'Ut(lつの集団内の成熟したオスとメスの
ltlは1 2 叩3 になっている。 つまり。 集凶
liJiニオス7うすlOVliPればメスは2 0-3 0  ITHいる
ことになる， Us問内には7 間｛もがむi終に入れff

わるいろいろな組合せの小佐問（パー ティ ー）
が形成され ． 同II：合終i技を繰り返しながらi監到J
(j笠虫l;M＝行動｜議内を［dJき!CTIること）している。
似体IHJにはII/Jiu.（な佼劣関係（町l位序列）が芯め
られ， メスIii cl二は比較的航法であるが， オス1111

関3 オスによる連帯

メスのお務罷のような鵠躍に対し、 オスが手をさしのべる．
図4 挨拶行動（マハレNP， ヲンザニア）

には緊張と述＇i貯という相反するWI係が共存する
（凶3）。 また。 lfiJ七｜ 異性11/Jを｜問わず挨j)'i行
動をはじめとする多彩な村会行動が発迷してお
り。 非常に複雑な社会｜悶係を築いている（図4）。

チンパンジー の社会はメスが集l羽目lを移動し I

集Ii/Iはすスの肌紋で継本される父系社会である0

4スは一生11\1当然防にとどまるが メスは初発
fi'iを迎える引に111分の生まれた終日iから｛自の集
｜到に移絡するの その，，／f当！， メスは自分の父.iJ!や
兄弟と＇；（）1'.\をすることがないため ， i並

’

m·は近親
交自己が起こらない。 人/llltl：会では近級交況がタ
ブー や制度によってiliilr:J！されているが チンパ
ンジー では主｜会裕治そのものによって近親交配
がIii!避されているのである。

チンパンジーにみられるね治すべき行動とし
ては I まず道具｛史/Tl fr IT／；を！／iげることができ
るだろう。 この行動は， 羽生チンパンジー研究
のパイオニアであるジェ ーン ・ グド ー ル(Jane
Goodall Institute .U:S, I耳述平和大｛世）によっ
て初めて報告された。 彼女の；／Jl'f.地であるタン
ザニアのタンガニイカ湖畔にあるゴンベ悶立公
開のチンパンジー は シロアリのアリJ;j;の中にI

捌く胡ITした柔らかい樹皮を澄し込んで。 それ
に粉みついたシロアリを引きずりI.LIして食べる。

アリ嫁におf皮を蓋し込みアリを釣りよlずる。
図5 アリ釣り行動（ゴンベNP， 空ンザニア）
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この行動はその行動様式から「アリ釣り」行動

と名付けられた（図5） 。 チンパンジー が道具

を使うだけでなく！ 製作することまで明らかに

なり世界中は務l喫した。 なぜなら， 彼女がこの

行動を発見した1960年代前半。 道具を使った

り作ったりするのは人間だけだと考えられてい

たのである。 彼女の｜切であった著名な考古学者

ルイス リー キ ー は グド ー ルからの羽詰告を受

け， 「人間の定義を変えなければならないJと

1111.んだそうである。

その後I チンパンジー の道具使郎にi持する行

1/Jが相継いで報告されるようになった。 たと

えば。 ゴンベと伊lじタンザニアにあるマハレ111

1地住｜立公闘にすむチンパンジー は。 木の斡の

中にあるオオアリの巣に小枝を差し込み， 7')

がその小枝を登ってくると小枝を引き妓いてア

リをなめとる。 また！ ギニア ボッソウ保護！互

のチンパンジー は l 台風Fとなる平らなおの上

に撚いヤシの突をr；き， それをハンマ ー となる

日IJの石でたたき：切ってq，のJJ,Eを食べる「ナッツ

;i;uりJ行動を行う。 このほかにも「水飲みスポ

ンジ（スポンジ状にしがんだ裁に水を没して呑

む）Jや「水深すくい（長い校を使って水泌を

すくい採る）」 「雨傘（大きな紫を傘代わりに

NJ'iにのせるけなど続くべき道具使朋行動が報

告されている。 そしてi それらはチンパンジー

に一般的に見られる行動ではなく， 地域ごとに

多様性が兇られる適応行動であることから「文

化的行動jと巧Eばれている。 文化とは「特定の

社会に属する側体によって習得され。 共有され，

伝達される行動 ・ 生活様式Jと定義される。 つ

まり 設かがf,{1，立した技能を観察することで学

び， それを未来の世代に伝えることができるも

のでなければならない。 現在までに。 アフリカ

の 6地域7t長聞のチンパンジー で少なくとも

39の文化的行動が記録されている。

また， チンパンジーによる薬草利用について

も報告されている。 これは， 体調を崩して下

痢をしていたあるチンパンジーが ， ふだんは口

にしない槌物の業を悩まずに丸呑みしたことに

日3

より明らかになった（図6）。 その業を分析し

たところ ， 業の成分から抗生物質が検出された

のである。 この抗生物質は噛むなとの物理的刺

激によって破壊されることから ！ このチンパン

ジー がその効果を知っていたと考えられている。

このほかにも吐潟止め， l巨虫， 抗闘なと
、
の効果

を持つ19の1出物が報告されている。 そして注

目すべきは， これらの植物のいくつかは現地の

人々によっても伝統的な薬草として利用されて

いることである。
一般に ， チンパンジーは横物食性であると考

えられているが， これは間違いである。 主な

食物は果実や紫なとの植物であるが， 上述した

ように彼らはアリなどの昆虫もがJむし， ときに

体舗を崩し、 キク科の翠本Asp! 'asp.の麓を企ペる。

図6 薬慈利用（マハレNP)

狩Eiで捕らえたレッドコロブスを仲間と食べる。

図7 狩甜i行動（マハレNP)
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はおりによって小期間ll乳綴を捕らえ 肉食を
行う。 とくに小型のレイヨウ 鋭（フ’ルー ダ
イカ ーなど） やサルi混（レ ソド コ ロブスな
ど） が その際的となる（図7） 。 ま た 1 狩
りの方法もwち伏せ吸や11！（りfillみ型なと，

地減によって災なるのである。あるチンパ
ンジーが肉を手に入れると， 多くのチンパ
ンジー 集 ま ってきてその肉の分けiiifにあり
っこうとすることから。 かれらの肉に対す
るII許好七EがF与いことがうか均支える。

i泣 f主にもう一点だけ。 .ill嬰な行！！VJについ
て触れておきたし」 それは「チンパンジー

の子殺 し 」である（図8） 。 これ ま でに相
当数の子 殺 し 事例が被告されているが， 多

樹上でメスから怒った赤ん幼をく わえるオス、 赤ん坊はまだ生きている。

くの場合 3 段以
一 一

の オ ス の赤ん坊が！］；i (10 
になっており， その総明者は必ずitべられて し
ま う。 オスたちが他集聞の赤ん坊を縫った例
同じ集聞のiJ,1ん坊を殺 したi叫， メスが他のメス
から赤ん幼を添って殺 した例なと， その時々で
JJJ;iVrや状況が呉なるため この行動の明解な泌
l羽I\；〔耳llをf与ることは型住 しし」 し か し 。 これはi江
なる.）＇，＼常行動やtl'fl:llな動物的行動と して片付け
られるlilJ:illではなし 」 地域によって見られると
ころと凡られないところ古まあることから。 本能
による生得的行動でもない。 ひとつのチンパン
ジー集団におけるオ スとメ スの村会悦比が1
2 3 であることはすでに述べたが， 雌雄のIH
生中が 1 : 1 である以 lニ 生 ま れたオス の コ ド
モの 2 分の l . あるいは3 分の 2 は死んでいる
ことになる。つ ま り， 子殺 し が然防の社会t'i'
比にJ必然 している可能性があるだろう。 し か し
なぜ殺さなければならないのか。 そ し てなぜそ
れを食べて し ま う必姿があるのかといった妓fill
は残るのである。 おそらく， その討会を統制 し
維持 していく上で， 何らかのXJ：災を持つ。 そ し
て不可欠な行動であるに迷いなし」 本稿の主題
ではないのでこれ以 ヒの考祭は他に譲るがI 入
額のffil'Sとを振り返るi浪 IJ， 子殺 し は緩めて人liU
的な行動であるという占は指摘 しておきたし」
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関 B チンパンジ ーの子殺 し （マハレNP)

材、［京Ja'i人5/iliJf究セ ン タ ー （GARI: Great 
Ape Research Institute, Hayashibara) 

現在！ 日；i内には53 施z没に330 1肉体のチンパ
ンジー が生活 し ている。 その多くは動物［引で
あるが ！ 日f’，tに，E "i 的をおいた京都大学：J長
官！研究所のような機関もある。 岡山県：Isl'i-rliに
ある林 /li(lf二物化学研究所 類人5史研究センタ ー

(GARI) は。 III内相jの氏liUの1Ji人litfi)f究機関
と して 1999 !joに，llt立された。 当初jはプレハ フ
の似純i,lltでチンパンジー の飼育と研究が ス デ ー

ト したが。 2001 ！［三には綴戸内海に泊i し たm1立

図9 林原類人猿研究セ ン 11 -
(Great Ape Research Institute, Hayasibara) 
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公 閣 の 半島に本施設を建設 し 現在に
至っている（図9）。

GARI は l当 然 に 近 い JJii 墳 の 中
で 世界故大級の チ ンパンジ ー 放 f司
坊を有 し ている。 ま た。 森林の機能
を持った立体構築物や巌外で至近脱
出tから観察や実験ができる矧祭ド ー

ム ， そ し て 政調fの飼 育 研究設備を
和iiえている。 全敷地面積は約 l 万凶
であるが！ その9 割以上がチンパン
ン ー の利郎 エリアとなっている。 こ
こでは飾脊下におけるチンパンジー

の心身の幸福を実現するために1 王立
Jtp：.ンリ ッ チメントやチンパンジ ー

と ヒトとの信頼関係を形成すること
に力を入れている（図10）。 その ｜ニで，

j記長逃H，， 行動発途 I お会｜剖係 ！ 店、知機能 ！ 持l
tt。 心， 感官｜などチンパンジーに｜則する以来fか
っ高度な研究を目指 し ている。 つ ま り チンパ
ンジー の生活のl'tの｜向上や心身の、ド払iを満た し
てこそ ！ チンパンジー と ヒトとの良いWI係が形
成され それがよりレベルのおし、！i)f＇允に燃がる
という考え方である 。

チンパンジ ー は本来 。 終聞で社会生活を送
る動物であることから， GARI での飼育は集凶
飼育を基本と している。 ま た， いかなる理由に
おいて も 侵襲的な医学 ・ 楽学 生理学実験研究
は行わないことをモ ヅ トー と している。 つ ま り ！

チンパンジー の背1iilや負担を伴わない研究手法
を独自 に開発L， それを�践 し ていくことが基
本理念となる。 これ ま でに数多くの研究成果を
挙げてきたが 段近では麻酔を一切使わず。 党
限 した状態でチンパンジー の脳波測定に世界で
初めて成功 した研究があり， 内外から［向い評価
を受けた（図11）。

チンパンジ ー の妊娠と山政

チ ン パ ン ジ は そ の 分 布 峨 に よ っ て
Western chimpanzee (P. /. verus) . Nigeria-

州民1

体温部定 健康チ ェ ッ ク

タ古風景 寝か しつけ

劉 10 健康管理と関係形成

世界で初めて録麻酔の党限状協で脳波測定に成功。

図 11 脳波測定

C ameroon chimpanzee (P. I. velle, os11s) . 

Central chimpanzee (P. I. tmglodyt出） , Eastern 
chimpanzee (P. I. sch1vei11fiml川）の4TIIT般に分
類される。 i到内 の 飼 育 下 チ ンパンジ ー の9 割
以上は Western ehimpanzee （ニシ チンパンジ
ー）で －／主にニシ チンパンジ は他の3 iJII 
磁より も 体格が火きく！ 成長速度 も 早いと言わ
れている。 ま た l 飼育下では栄ftε状態がよいこ
とから野生より も 性成熟が早 ＜ . オスは6 歳
前段で射和するようになる。

現 在 GARI にはオス2 pf［. メス3 ii.l'i. そ
して3 怒 の メスが生んだ子ど も が3 顕（いず
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1996年＇＂ 17日生 1995年7J:!24自生 ]9f,6年12月16回生

E亙亙3

2CCS年6,E!20回生

2CCO年9月5臼生

れ も メ ス ） の よi- 8 y引 の チ
ン ノfンジ ー が ね らしてい
る（図 12）。 彼 ら は い ず
れもニ シ チン パンジ ー で
ある。 この終日i の α ー メー

ル （ 第 一 位のオス） 口イ
は5成 li カ月。 もう lim 
の オ ス。 ジャンパは7 立ll5 
カ ／J で初めて射紛が沼めら
れた。 村IJ-0,j締役 人工肢を
使って2 YI(のオスからff，桁
し布＇i，在16，資を行ったが。 当
初はHi子の封。 ＇）二千fネ， 述
!fi}J'干すなどの悦状｛土安定して
いなかったc しかし ぷ年
長メスのツ バキが発的の兆
候を示しはじめていたこと
からl ツバキとの交！毛や未
発'ii'iのミ ズ キ ミサキとの
交！毛のまね ごとはJ)J!主主に初
雪之されていた。

§豆ヨ
1995年7月 2GS隼

§互日
立主主3

� 

図 12 GARI で暮らすチンパンジーたち

…万 件メスの／1経凶！日l
も ，；�:rょしているσ 2 004，ド
米 ツ バ キ の Jj 絞が 椛 z忍
できなかったことから， ／,I
Iii，検ft誌による尿検査を行
ったα その結果， ツ バキの
妊仮が ff(i' ＇沼さ れ た そこ
で， 滋賀 県立大学の竹下秀

左 膝にプローブを当てて胎毘由様子を観察する。 右 胎児のエコ ー函｛象。

子氏， l防相i政子氏 （ ！”羽U＼；はのちに京都大，；：：に
.\'>l[,jj）との共 同研究により超音波苅像診断終位

(4D エ コ ー ）を導入し 22 ，目指；；からIH産政｝誌
の32 i型自主までチンパンシ － Iii，児の店主主子を行っ
た（図 1針 。 4D エ コ ー による胎児の長JI祭は ［It
界で初めての試みであり， の ちにミサキとミ ス
キが妊娠した問、にも行われた。 ミサ キのJJ台児は

9 ）目Iii古か ら ミ ズキの胎児は4，盟読むか ら いず
れも111m1註!iiiまで行った。 これらの綴祭デー タ
を ヒトの場合と比絞したところ。 品、内での胎兇
の姿勢は ヒトとほぼ［IT）総であったが， チンパン

図 13 4D エコ ーによる給児の餓察

ジー は ヒトにi七ベ子’出j!"?);[illが少し小さいこと。

また平水のII：が少ないことが示峻された。
l'i''ic下でチンパンジー のIL', iiiシーンを絞幸子す

ることは非常にl認鋭であるため そのJ'f'*lliにつ
いてはほとんど知られていない。 しかし ！ 的ずf
下であれば！U.i:距離から観客さできるL ， とくに
GARI のように ヒトとチンパンジー が直後接触
できる高ijj'.f条i'I＇であれば その状況をより許制
に記録することが可能である。 本来なら集団の
,1，で自然に出墜させ， そのまま集団に合流させ
るべきなのかもしれないが。 まだおい集日iで予

93 一一一
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社!II不能な事態も起こりう るし， オス による母子
への攻撃も心配された。 そこで， GARI ではメ
ス に分娩兆候が見られたら産室に附i緋すること
にした。 ま た。 スタッ7が河童して出産の介助
と出産シ ーンの記録を行った。 出ilE後は， 母子
と集団とのお見合いを段階的に行い， 最終的に
集間 に合流させる ことにした。

出産 間近になると ！ チンパンジー は溶ち着き
なく歩き 悶 っ たり， 時折襲ってくる 陣，friに耐え
るように立ち止 ま っ て硬直したりする 。 通常と
は全く奥なる ［／Jき， 姿勢l 表的が見られること
から白 ryJらかにi））！しい向3術 lこ主主われてい る こと
が沈み取れる 。 やがて彼水が起こり l その後は
小刻みに陣痛がi\d） 返され ， いよいよその時が
来 る と 下半身を少し低くして 4 ）ι立 ち になり
分娩に 至 る 。 こういった逃む1はとトのそれとほ
とんとき変わるところがない。 以近では ヒトは
j/[[1,ljけに寝て出産することがほとんどであるが ，

少し前ま では四つんぷぃゃし ゃ がんでIL\践する
のが普通だ った。

チンパンジーも ヒトや多くの動物と1,,11,11. 11,, 
Wlは頭部から1B て く る 。 母親は新生児の罫iが
,'li るとそれを手で支え 続いて全身が／Hるとす
ぐ に 赤 ん坊を自分の版に抱きかかえ る 。 そし
て， 羊肢をきれいになめとる と I 赤ん坊は大き
な渡戸を 上 げ る 。 この時点 で 赤 ん坊はすでに
母親の同11&1,llllをしっ かりと招んでいる 。
しばらくする と。 赤 ん坊はルー テ ィ ン
グ（母親の乳首を探す行部LJ）をはじめ。

乳首を探り当て る とす くにましを欽みだ
す（図14） 。 ここ ま でくれば取りあえ
ずは一安心である 。 なお， i国’m·チンパ
ンジーは後から尚てくるI/ti([�（後政）
を食べてし ま うが 。 GARI では研究用
サンプルとしてJli,ll控をrrn 11:！（し冷凍保存
にした。 ちなみに ， GARI におけ る 各
メ スの妊娠日数はツ バキが235日 1 ミ
サキが242 日 1 ミ ズ キが234日であ

っ た。
GARI での詳細！な出産記録は新たな発見を

もたらした（Hirata et al. ， ”Mechanism of birth 
in chimpanzees: humans are noy unique among 
primates”

， Biol Lett , 2 0 1 1 ,  00: 1 -3 ； 図15） 。
チンパンジー の新生児が政 ま れる 際 赤ん坊の
顔は母親の背中側を向いて産道から現れ その
のちに頭が旋凶することが確認された。 これ ま
で。 赤ん坊のこうした生 ま れ方はヒトに特有の
ものと考えられてきた。 人類学者は！ ヒトの赤
ん坊の顔が母親の背中側を向いて生 ま れてくる
ために「助産師jが必まさになったのではないか
と論じてきたが ， GARI での観察によって， ヒ
トの，＇l',1lgの進化に！刻する筋役きは再考を迫られ
ることになったのであ る 。
GARI におけ る 3 例のチンパンジー 出産事例で
は！ いずれも脳怖から DNA →j ンプルを採取し
て分析した。 その結 果 子どもの父親はいず
れもロイである ことが IJJらか に な っ た。 もう
1 政のオス であ る ジ ャ ンパは口イと向じ年i始、で
あ る が l 体絡も力 も ロイの方が圧倒 的 に i憂｛立
で， ジ ャ ンパはほとんど交尾をさせてもらえな
い。 実はl このあたりに｜可じ集問内におけるオ
ス l:Uの緊張関係が存在する 。 つ まり ！ オスは俊
｛立であればある ほと： 多くのメスを独占できる
のである 。

師、撤

った。 ま た， 分娩兆候が現れてから出 生まれて間もな く ‘ 赤ん坊は母親の孝弘首を探し当て、 手しを飲み出す。

産 ま でにlJl'する 符fillは2 ～3 時 間であ 図 14 授乳
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チンパンジ の出産シーン
新生児の鼠が出ると 、 怒殺が左手でその践を支える。

函 15 チ ンパンジ ーの出産における新たな知見

チンパンジ ー の？な「児

動物にとって子育てはm:労働である。 ヒ ト 以
外の動物の多くは。 ヒ ト のように父緩やill紋者
による育児支援がmられないため ！ 母親の負担
は非常に火きなものとなる。 チンパンジー も例
外ではなし、。 チンパンジ ー の場合 子どもは
3 歳くらいまでほ来日から高Itれることはほとんと
ないし ， 5歳くらいまで
は移動の際に母親の符，1,
にしがみついて述ばれ
る。 ヨい換えれば。 母子
は2411寺llfl常にー 絡に過
ごすのである。 GARI で
｛手続になった3 野lのメス
は他の個体の育児を見た
ことがなくl また HJiと

まな｜問題が発生した。
GARI でi止相Jにwrraした ソ パキは。 絞i主3 日

lll lほど授乳することができなかった。 ILが伝っ
て揃いのか， 乳首にfjJ! j lられることを嫌カミっ
た。 Wliますれはう•A，んrJJは主主fl<）してしまうことか
ら ついにはスタ ッ プカ吋受ILの介助をすること
にした（図1針。 しかし ！ 授手しどころか乳l'iiに
触れさせようともせず 的をむきIllして（ グリ
メ イ ス grimace 不安。 恐怖 嫌惑などを示す

も初産であったため， 背 左授乳を時が り歯をむき出して抵抗する。 右介効によって控乳を受け入れる。
兇の初期段階ではさまざ 図 16 授乳介劫
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表悩）拒否し， 挙げ句の来てにはス タッフの指
に附みつくという抵抗振りだった。 それでもス
タッ 7は熱心かっ根気よくツ パキをなだめ， や
っと授乳させることに成功した。 おそらく ヒ
トとチンパンジ一 向に信頼関係があったから
こそ成し待たことであろう。 一度成功するとそ
れ以降1 ツ ノくキは／llrfa店jに授乳するようになった。
校宇しすることで乳の限りからくる痛みがなくな
ることを学習したのかもしれない。

次に ツ パキがぶつかったE査は赤ん主ljの抱きブJ
が分からないということであった。 通常。 チン
パンジー のメスは赤ん坊が l成近くなるまで，

亦ん功を！肢に抱えているし 移動の僚も肢にし
がみつかせて運搬する。 ツ バキも赤ん坊を腹側
によiってくるのだが， 抱くのではなく赤ん坊を
1;1分の槌役郊に扶み込んでしまうのである（図
17）。 これはチンパンジー やボノボでよく見ら
れるグ ロ ー イ ン ポ ケッ ト （groin po cket） と
いう行動で l 両手がふさがっているときに飯野
部に物を扶んで二Xi'.で移動する迎搬方法である。

ツ バキはそれを赤ん坊の五Ellにi.�；mしているの
である。 しかし 7 パキの肢と太股にJ大まれた
品、ん坊はず：しくて悲鳴を ！げる。 赤ん坊の悲鳴
を/Jllくとツ ノ 、キはますます：寄ち 務かなくなりオ
ロオ 口するばかりである。 結局このi時もス 夕 、ノ
7が介入し ツバキに亦ん坊の抱きブJを数え込
ん丈こ。

ス タ ッ 7の介入によって。 ツバキはがJとか授
乳や赤ん坊の抱き方を覚えることができた。 し
かし ！ その後もナツ キを放銅坊に放置したり
（図18) . I司室しているス タッ 7にHiけてしま
うことがよくあった。 ス タ ッ 7にIIヒられたり
なだめられたりしてすぐに子どもを抱き直すが，

／；�jfi未遂は何度も続祭された。 産後しばらくの
IIJJ. ツバキ母子は他の個体から総i tされて過ご
した。 ス タッフがI河室して遊んでやったり， 半
庭内放/jij坊に／Jjされることはあったが I 集凶へ
の合流はi；越しのお見合いなどを通じ l Iii判明を

スを与えてしまったのかもしれない。 1長印に合
流後， ツバキの育児は安定し 1 ナツキはそろそ
ろ独り立ち の時期を迎える。

ミ ス キは， 2 005年7 月 の 7 ハキ. 2 009 年6
月 のミサキに統いて GARI では3 I主自の出産
事例だったことから。 諸 々 の準備は比較的ス
ム ー ズに進められた。 ミ スキはjfil後す ぐに赤ん
坊を指き ヒげたが， なかなか授乳を行わなか
った。 また 赤ん坊を梯子にぶら下げてみたり1

抜き誌で絞ってしまうなと乱J却な行為も目立っ
た。 ときには。 イ ライラしてスタッ 7をi噛もう
とする態度も兇られた。 ミ ズ キに対しでも授乳
介D}Jや赤んJ)jの扱い方を教えるなどのケアが行
われた。 また 後述するミサキの例があったた

赤ん坊をうま く 抱けずオロオロする母親。
臨と太設に以まれた赤ん坊は苦しく て悲鴫をあげる。

図 17 赤ん坊の抱吉方が分から ない

':;,::c:cC:- --

かけて協議に進められた。 l El の大半を母子だ 赤ん坊を地箇！こ放置し、 その鳴を去るう
けで過ごさせたことが。 ツ バキに過剰なストレ 臨 時 赤ん坊を放霞
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左 しが神つく赤ん坊を振り落とそうとする母親． ヒステリックに翁をむき出す。 右 オスが母親をなだめに入る。

殴 19 育児ノ イ ロ ーゼ ？

め ！ 民間とのお見合いや合流も日!lfi lこ進められ
たコ ii'.後 li盟｜日jほどしてミ ス キは 自 力 でJnL
寸 る ようにな り ， その頃から北ミん土Jiこ対す る 百L
号！な行為ヤオー ハー グルー ミング（過剰に毛
づ く ろいすることで。 ＇（；がJj(けてしまう）なと
の行動も減少した。

しかしI 集測に合流後もlliHJrスト レスが！日( 111
と.＇I.＼われる行動がみられた。 たとえば。 イロハ
にしがみつかれることを嫌が り I l性？を むきIiiし
て不快をあらわにし f 口 ハをJ長IJ 混とそうと
もが く （図19）。 イ ロハはm1J 混とされまいと
必死でミスキにしがみついて悲l!l'lを 上げ続ける 0

1'.J 山にな り たい りまMと白 そうはさeせまいとする
娘の放しい応間iiである υ 結局は＇ i/1，んJ)jの品、Ill')
を聞きつけたすスがなだめに入っ た り スタ ッ
フにー 11品された り してミ ス キはあきらめること
になる 。 依近では！ イ 口 ハの成公に｛’iーっ てミ ズ
キも安，i::L. 順調なずn己を続けてい る 。

育児放棄

j!)·'i＇のチンパンジー では非常にまれである が。

飼育 nこおいてri'氾欣裂はよ く 見られるJJl匁で
ある 。 と く に 人工jj\ffでi'fてられた似体や幼
しもLj＇：にi手iえから分離された｛間f札 さらには集1;11
ではな く ヰ 独で飼育されてきた矧体の約半数が
成長して妊娠 · ,'11 Irr i去に育児を欣溌する 。 また。

こうした個体の中には倒的体との智通の村会交
渉はもちろん， 交尾さえできない個体も存在する 。

GARI で 2 伐 自 の ／1\ j)jz 'J 1: f!IJとなっ たミサキの
均合は予期せぬ ＇Jilli\とな っ た。 ミサヰ は全 く llil
日立な く 分娩した。 IL＼ 産後もすぐに 亦んJ)jを却
さ とげ， Iii/にJeiいて赤んJ)jを包んでいた平股を
きれいになめと っ た。 少しして述、んJ:}jがルー テ
イ ン ゲして手lt"fを採 り おて る と 1 すご く 紙抗する
ことな く Jz乳をは じ めた九 そのi主もミ！？キは;J,,
ん坊のケアをよ く 行い また集問とのお見合い 1

{hiiもゴ1，·；：＼·にスム ー ス［こi並んだ
！
。 しかし，＇I＼政後

41 II l�I . ス タ ッ フ が 政的J却に l l!Ii だけで欣 ［泣
きれているミサキの亦ん幼 ハ ッ カを発，iした。

突然のfr児政溌であ る 。 すぐにハ ッ カはli1JJll(さ
れ I ミサキも呼ばれて 2 奴でf!PiiにFMぉIi.されたの
ス タ ッ ブ 治すハッカをtel く ようにミ吋 キを1t-rが
ミサキはす ぐにハッカを11，にii\'L、てその1誌を去
ろうとする（図201 。 その後 も ミサキに ハ ツ

赤ん坊を抱きたがらずそのま語を去ろうとする母授。 赤ん坊は母親に
しがみつこうと手を伸ばして泣き声を剖ずる。

図20 育児放棄
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カを抱かせる ト レ ー ニングが述 お 続けられたが，

結局ミサキがハッ カを抱くことはなかった。 結
局I ハ ッカ は人工保脊に切り特えざるをえなか
った。

ミサキの育児放裂の原因については会く分か
っていなし」 ミ サ キ は人工保育ではなく ＇ 3 歳
前までは母親とー絡に過ご し ， I時々は母税と共
に集団にも合流 していた。 たとえば， ツ パキは
母親と2 頭だけで隔離飼育をされていて。 3 歳
の時に母親から分iitされた。 したがって， 出l縁
関係のな い 個体との集団生活は GARI に来て
から経験 している。 また ミ ズ キは生まれてす
ぐに育児放棄され人工保育によって育てられた
ため。 やはり集団生活は GARI に来てからで
あるn 一般に， 育児放来はミズキが経験したよ
うに出DU［後lこj包 こ る こ とカf多い古久 ミ十Fキは
/ L',成後少なくとも40 El 1/iJは焔澗に育児を続け
ていたのであるの

狭間との合流に·IJ'! ［（になりすぎた ツ パ キの事
例があったので， ミサキは ，

＇1',Hiiの守担 El から集I吋
とのお見合いを開始 しており， 8 1ヨ El には集聞
に完全合流 し て いた。 母子2 顕だけの llii 1111が
少なすぎたために！ ミサキのほ性が 1'1 ·J:tめなか
ったのだろうか。 あるいは 身体的には成熟 し
ていても精神的にはまだ 卜分に成熟 しておらず！

母親に謀ぺせられる.f:i!l呈に耐え き れなかったのだ
ろうか。 ヒ ト と問様， チンパンジー は成長や性
格に大 き な悩体差があるが。 その内部的要紫を
探るこ とは容易ではない。 ミサキとハ ッカの関
係修復のための ト レ ー ニングは現在も継続され
ているが 育児欣楽の係国についてはさらに分
析を続けなければならないであろう。 チンパン
ジー のような高等議長類の場合， 動物のcl三得f' 
fr！＠や一般的な行動パタ ーンに対する認識を－

El ＇） セッ ト し 全く異なる視点で考え直す必要
があるのかも しれない。

育児の原点

今 回 の GARI のチンパンジ ー による 出産事
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例からも分かるように， 彼らにとっての出産や
育児は本能ではなく， 学習と経験によって習得
されるものである ことは明らかである。 日を追
ってllilが膨らみだ し ！ あるEl 突然激 しいJill.の揃
みを伴って自分の中から

“
正体不明の物体” が

出てくる。 そ してその物体に自分の乳を飲ませ
き ま さまなケアを求められる。 おそらくそう し
た現象を見たことも経験 したこともない彼らに
とっては ， 自分にいったい何が起こっているの
かさえ理解で き ないであろう。

ヒ ト では「脊児ノイロ ー ゼ」という言葉をよ
く耳にする。 ツ バキとミズ キの事例はまさに
それに類するものなのかも しれない。 ヒ ト もチ
ンパンジ ー も 若 い 母 毅 は 育 児 の初期段階に
さまざまな悶難に直面し それが過剰なス ト レ
スとなる。 とくに初肢の場合は大き な負担が伴
うであろう。 しか し ， 彼らはその過程において
やって良い ことと恐 い こ とを身につけていく。
GARI のチンパンジー がスタッ 7にIIヒられて放
ii'J： した子をす ぐに抱 き iげたり！ 乱暴な行為を
J.lニめるということは ！ 彼ら古fそれはいけな い こ
とだと政解 していることにほかならなし＇o j止ら
の中では ！ 育児に対する大 き なl:i肢が生じてい
るのである。

幸い ， ツハキもミズキもその悶縦を乗り越え
る こ とがで き た。 そこには スタッ 7の執劫なま
での介入を』監視するこ とはで き ないが， いろい
ろな学習や経験によって彼ら自身も成長 してい
るのである。 その一方で ！ ち ゃんと学習 で き な
かったり， ti膝に負けて しまったり したと き に，

ミ サキのような育児放棄が生起するのかも しれ
ない。 それは ！ チンパンジー だけではなく ヒ ト
においても！n\1%心や虐待という形になってあら
われる。

野生チンパンジー の育児からは学ぶべ き こと
がたくさんある。 彼らは 出政庶後 母子だけ
で長い時!illを過ご し ， 移動の際には必ず母親が
子どもを腹に抱くか背に乗せて逮搬する。 日q,.
子どもは必ず母親の自の届く範湖で行動するし
夜 間も母子が問じベッドで眠る。 メスの，%liflilJ
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iおが4 ～5年であることから。 そのlillに母子
附には強い科が生まれるのである。 その一 方
で 子どもが少し成長してくると ， I号年代の子
どもたちと追いかけっこやレス ワ ングにJll！じる
し 同じ集団の務い米�i\ili'iメスが子どもをmか
つ て育児の練習行ったり， 大人のオスが子ども
と遊んでやったりする。 また 子どもは常に母
殺の閣ljにいることで， 母殺と｛自の個体とのさま
ざまな交品、を見て育つ。 つまり， 子どもは母親
と一緒に過ごすことで， 終回の中で社会的 行
動的に多綴な経験を積んでいるのである。

しかし ！ チンパンジー の母親は子どもに対し
ては何もJ苦り治、けないし。 占土えない。 子どもた
ちは母t！！や鋭、聞の他のメンパー の行動を紛祭し。

それを汽似たり試行封＼,litしたりしながら学習し
ていく。 つまり， 模倣こそが学裂の第一歩なの
である。 予測不能な自然環境と社会生活の中で，

itきるために必要なことをでu与し 臨機応変に
対応していくのである。「背中を見て育つJ， こ
れこそが現代の ヒトのね会にJiIも欠けているも
のであろう。

近年！ ヒトの社会では核家族化によって地域
相会とのつながりが希Wtになり。 祖父母や近
所の！JS£ξおーからのずn巴文緩やアドバイスがj!j,に
くくなった。 母来日の忙しさを経滅するため ， 奇
妙な育児道具やおも ち ゃ が氾滋L. 子ともは i
h誌にも満たないときから保育｜到に鼠けられる。
社会環境が大きく変幸子しつつある以上 仕方の
ないことかもしれないが， 少しだけでもチンパ
ンジー の母親を烈似てみても良いかもしれない。
「抱き授のミっくjとか t ic!'えん坊になるjとか
言わずに， チンパンジー のようにもっと子とも
を抱きしめてあげるべきではないだ ろうか。 肌
を通じて感じる母親のぬくもり， 宮支［01. 匂い。

｛墜しさなどは。 言葉やおも ち ゃ では伝えるこ
とのできない安心を子どもに与えるに違いない。
その一方で。 母親も子どもから忘れかけていた
何かを得られるはずである。 子どもを抱くこと
ができる時fi[jは限られている。
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おわ り に

私たちの現在と未来を考える上でe 己自身の
理解や人IUJの相互理解は不可欠なものである 。
そのためには。 言；｝奇I 習i投。 宗教。 イデオロギ
ー などの迷いを超え。 「 ヒトの本位Jを深く理
解する必！ がある。 そして。 そのカギはわたし
たちの “進化の隣人

”
である3こf,rn；人J/1が；毘っ

ているに迷いない。
しかし 近年の自然潔淡や村会環境の治：しい

変化は， 大ii'!JJl人絞を絶滅の危機へと追い込
んでいる。 実際その数は この3 0年IHI でゴ ワ
ラ50% ， チンパンジー 7 0% ， ボノボに主主 つ て
は 8096が減少している。 おそらくこのままで
は， ボノポや ヒ ガシゴリラ（iliJ血捌） は今世紀
中にその姿を消してしまうだろう。 そうした税
j犬を拒悦するかのように 7 7リカの彼らの生
息地ではいまも人 間活動が活発化L. I出発に拍
車がかかっている。 今， 在、た ちに何ができるの
か。 何をすべきかを災前IJに考え ！，！；＼；！，に対処す
る必姿があるだ ろう。

一方で l 飼育下の類人狭たちも危機的状況に
ある。 ボノボは日本lまi内では剣 脊されていな
い。 アメリカとヨ ーロッパの動物llllにゆ それぞ
れ7 0iifi 前後がいるだけである。 ま た 悶内に
は33 0頭のチ ンパンジ ー

， 22 iiJ'iのゴリラ 。 51
iif（のオランウ ー デ ンが飼育されている。 しかし
lfll絞や飼育施設の問題もあり繁殖は容易ではな
い。 近い将来 動物留から穴型類人技が姿をiii/
す El も迷くはないかもしれない。

また， 本稿の主人公となったチンパンジー た
ちが暮らす GARI はe 今年 I Flに殺会社が経
営破綻しその存続が危ぶまれている。 新しいス
ポンサー によって会村自体の更生は悶られてい
るが 類人猿研究ZM\'iは組1討しされる見通しがな
く， 将来的な方向七！は不透明なままである。 ス
タッ 7はもちろんのこと7 チンパンジー たちの
行く末が案じられる。

動物闘は殴示施設であり レクリエ ー シ ョ ン
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や教育（古!I1J を 三五 目 的 と し て い る こ と か ら ， ！日庁it

を 行 う よでは さ ま ざま な 制 限があ る 。 そ う な る

と 国内で類人猿 を 対象に し た 本格的な研究が

行 え る 機関 は京都大学の笠長類研究所 と 野生動

物研究セ ン タ ー ・ 熊本サ ン タ チ ュ 7 ＇） だけであ

る 。 し か し ， こ れ ら はいずれ も 国立の研究機関

であ り ， GARI の よ う に民間の研究機関 で あ る

持 ち 味 を 活か し ＇ 'lil\い 7 'J ト ワ ー ク で，w，新的か

っ独創 的 な 研究 を 行 え る 機関 は ほ か に な い 。

野生 に お い て も 飼育下にお い て も ！ わ た し た ち

自 身の理解 を 深 め る ff!［が閉 じ ら れ よ う と し て い

る 。 経済至上主義の rl1iでは， 学術的 ・ 文化的制Ii

和立な ど附に採 り さ れ て し ま う のか も し れ な い。

BIRTH, MATERNAL CARE AND INFANT NEGLECT IN CHIMPANZEES 

GEN’！CHI !DANI 

(Wildlife Res回目h Center of Kyoto Univc目ity)

Abstract : Chimpanzee is the most closely-related species to human Previous researches on chimpanzees 
日ncused on finding the similarities to human. Rather, it currently becomes difficult to 自nd some differences 
between the two due to lots of achievement created by morphology, ecology.‘ ethology, sociology, cogmtive 
science, etc. The rcccnt genomic studics revealed that the base sequences of amino-acid making up DNA had at 
least 1 .23% of di町田町ices betwecn the two. Chimpanzees, in other words, arc just like a mirror which we a問
問flcctcd in The dccp understanding of them, thcrcfore, will eventually result in unlocking human real nature. 
We surely can obtain new findings from comparison of the proecsscs from birth to matcrnal care between 
chimpanzee and human as well as detailed analysis of similarities and di町erences in them. Those comparison 
and analysis, meanwhile, will de品川tely produce important and suggestive results regarding psyehological and 
social e日fects ofrnaterntal care on individual cou四e of developmcnt also. 

Key words chimpanzee, birth, maternal ca問 neglect
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